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放射性高濃度廃棄物のGコンボックス保管技法の柏市における事例 

と整備強化の重要性 

 

稲森悠平、稲森隆平（公益財団法人国際科学振興財団 バイオエコ技術開発研究所） 

谷尾幸一、徳岡文明、有田益二郎、千葉行雄、田中義人 

（放射能除染・遮蔽・格納技術 有限責任事業組合）  

１． 放射性高濃度廃棄物の柏市でのGコンボックス仮保管技法の適用 

千葉県柏市において、東日本大震災由来の福島第一原子力発電所の事故発生に起因する指定廃棄物は、国が千葉県

内に長期管理施設を確保するまでの間、柏市内 3 ヵ所で仮保管を行うこととしている。このような状況下において、

柏市の最終処分場で仮保管する１㎏当り８,０００ベクレルを超える指定廃棄物については、安全性が極めて高いと

評価されてきた放射線遮蔽コンクリート「Ｇコン」を用いたコンクリートボックスで保管する方式が適用されること

となった。 

本稿では、「Ｇコン」の柏市での適用に至るまでの開発経緯や実施状況を述べるとともに、今後整備される中間貯

蔵施設における指定廃棄物の保管技法の最適な在り方を提言することとする。 

２． 放射能除染・遮蔽・格納技術有限責任事業組合の取り組み動向 

 平成24年1月、株式会社アクアプロダクト、株式会社テクノブレインズ、株式会社ノアテック、株式会社ホクコ

ンの4社は、それぞれの独創的な技術を持ち寄り、「放射能除染・遮蔽・格納技術有限責任事業組合」（以降GPS-LLP）

を組織し、除染で発生する高濃度汚染スラッジや放射性廃棄物の遮蔽・収容から最終処分場への搬出・保管、管理に

至るトータル的な放射能対策システムを、環境省はじめ福島県などへ、除染現場等に適用すべきことを提案し取り組

みを強化してきた。 

３． 放射能汚染等指定廃棄物や減溶化後のGコンボックス保管技法の開発の経緯 

原発事故直後より、除染に関し、様々な技術や手法が提案され実施されていたが、最も重要といえる除染後の放射

性廃棄物処理や減容化後に高濃度となるスラッジ等の安全且つ適正な保管技法についてはほとんど注目されていな

かった。GPS-LLPでは、①放射能除染の際に排出される濁水を迅速かつ確実に処理できる高性能粉末凝集剤「スー

パーナミット」、②除染後の廃棄物や高濃度となるスラッジなどを安全かつ安定的に遮蔽・収容することが出来る高

比重コンクリート「Gコン」製保管容器「GコンBOX」、③高濃度放射線環境下での防水・止水材料である耐放射線

性の１００％シリコーン樹脂防水材「スクラムシール１００」の３技術を開発した。これらの技法を、指定廃棄物の

適正対策とし、国や自治体等の対策支援強化へ提案を行ってきた。 

 また、Gコンボックスは、福島県喜多方市、東京都立産業技術研究センター、株式会社アトックスにて、供試体で

の放射線遮蔽の評価試験をそれぞれ実施し、遮蔽性能を確認してきた。更に、福島第一原子力発電所内では、70ｍSv/

ｈという高線量の線源（がれき）を用い、実機での試験を行いこれまでの放射線の遮蔽効果の評価試験結果の信頼性

が裏付けられた。 

４． Gコンボックス保管システム技法の千葉県柏市での導入と設計仕様および実施内容 

 千葉県柏市の仕様は、コンクリートボックス1基あたりに指定廃棄物を収納したドラム缶を4本格納するとし、厚

さは20センチメートルで遮蔽率95％以上を確保することとされた。更に、内面には無機質系保護剤の塗布とポリエ

チレン遮水シートを貼付した仕様とされた。 

 本来、GコンBOXは要求される放射線の遮蔽性能に対し普通コンクリートより厚さを薄くすることが可能である

が、厚さを変えないという発注者の指導を踏まえて、コンクリート比重2.4遮蔽率95.7％（東京都立産業技術研究セ

ンターで確認済）と、確実に放射線の遮蔽率95％以上を確保する設計仕様とした。また、本体と蓋の隙間目地から雨

水等が入らないように、早川ゴム株式会社の「耐放射線環境ゴム」を止水材として、更に、本体内面には、耐放射線

性の１００％シリコーン樹脂防水材「スクラムシール１００」と、有限会社和晃プラスチックにて高精度に成形され

たポリエチレン遮水シートを貼り付け対応された。 

５． Gコンボックス保管技法整備強化の重要性と適正対策の在り方提言と展望 

 中間貯蔵施設では、総量を減らすために更なる減容化の研究開発が進められている。つまり、この減容化で濃縮さ

れることにより高濃度廃棄物等が発生すると推測される。「G コン」は、必要とされる放射線の遮蔽率やその用途に

より、コンクリート比重と厚さを変えることで遮蔽率99％超を実現することが可能である。このように、中間貯蔵施

設の総量削減をはじめとして確実に対応可能であり震災復興に大きく貢献できると確信されている。 

S7-6

- 33 -




